
ＭＶ－２２オスプレイの米陸軍トリイ通信施設における飛行訓練に断固

反対し、中止を求める意見書 
  
 平成２５年４月９日に米陸軍より読谷村に通知された文書により、ＭＶ－２

２オスプレイの飛行訓練を人員輸送のため、米陸軍トリイ通信施設において５

月２日と３日に行なうことが明らかになった。 
 ＭＶ－２２オスプレイは開発段階から過去に墜落死亡事故が相次ぎ、米国務

省がまとめた報告書でさえ、エンジンや飛行制御システムの欠陥が指摘され、

技術的な問題に加え、安全性に疑問が持たれてきた。このような欠陥機を日米

両政府は沖縄県民の意見を全く無視し、平成２４年１０月に普天間飛行場に強

行配備した。このような一方的な県民の命と暮らしをかえりみない県民差別の

強行配備に対して県民の怒りと不信感が渦巻く中、米陸軍トリイ通信施設にお

けるＭＶ－２２オスプレイの飛行訓練はまさに基地機能の強化であり、読谷村

民に新たな被害と不安を強いるものであり、言語道断、断じて許せるものでは

ない。 
 読谷村においては、今から４８年前の１９６５年に米軍ヘリから投下された

トレーラーにより小学生が圧殺死亡するという痛ましい事件が起きている。そ

の後も、米軍機による演習から派生する事件事故は枚挙に遑がなく、戦後６８

年が経過した今日も、村民の生命財産が脅かされ続けている。 
 よって、読谷村議会は村民の生命、財産、安全を守る立場から、ＭＶ－２２

オスプレイの米陸軍トリイ通信施設における飛行訓練に断固反対するとともに、

下記事項について強く要求する。 
 

記 
 

１．ＭＶ－２２オスプレイの米陸軍トリイ通信施設における飛行訓練を中止する

こと。 
 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
  
  平成２５年４月３０日 
 
                          沖縄県読谷村議会 
                         
宛て先 
 内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、 
外務省特命全権大使(沖縄担当）、沖縄防衛局長 



意見書第８号 
 

ＭＶ－２２オスプレイの米陸軍トリイ通信施設における飛行訓練に断固

反対し、中止を求める意見書 
 
上記の議案を会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出します。 
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